
▼一般会計決算の状況
区　　分 令和６年度 令和７年度

歳入 1670億4000万円 1721億100万円

歳出 1645億9300万円 1691億2500万円

歳入歳出差引　Ａ 24億4700万円 29億7600万円

翌年度繰越額　Ｂ 5億800万円 7億3800万円

実質収支　Ａ－Ｂ 19億3900万円 22億3800万円
単年度収支 ▲3億7300万円 2億9900万円
　※単年度収支は前年度実質収支との差額となります。
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令
和
７
年
度
決
算　

速
報
値

実
質
収
支
は
22
億
円
の
黒
字

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
の
決
算
見
込

み
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
歳
入
で
は
、

市
税
や
国
庫
支
出
金
が
増
加
し
、
地
方

特
例
交
付
金
や
市
債
が
減
少
し
ま
し

た
。
歳
出
で
は
、
人
件
費
や
扶
助
費
な

市
債
残
高
は
31
億
円
の
減
少

　
市
債
と
は
、
多
額
の
経
費
が
必
要
な

建
設
事
業
の
単
年
度
の
負
担
を
軽
減

し
、
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め

に
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
る
お
金
の

こ
と
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
地
方
交
付
税

の
不
足
分
を
補
う
た
め
の
臨
時
財
政
対

策
債
と
い
う
借
入
金
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
末
の
市
債
現
在
高
は
、

臨
時
財
政
対
策
債
の
借
入
を
行
わ
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比

べ
て
31
億
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
基
金
現
在
高
は
12
億
円
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

ど
の
義
務
的
経
費
が
増
加
し
、
投
資
的

経
費
が
減
少
し
ま
し
た
。
自
治
体
の
決

算
を
表
す
実
質
収
支
は
22
億
円
の
黒
字

で
、
単
年
度
収
支
で
は
３
億
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

問
財
政
課
☎
８
４
１
・
１
３
１
１
、
Ю
８
４
１
・
３
０
３
９

　
※
決
算
の
詳
細
は
広
報
ひ
ら
か
た
10

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実質収支の推移 市税収入の推移

普通会計の市債・基金現在高の推移

財政の弾力性を示す財政指標。数値が低くなるほ
ど自由に使えるお金が増えることを示しています。

経常収支比率の推移普通会計の人件費・扶助費・公債費の推移
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伏見市長の

禁野小学校の新校舎がつい
に完成し、２学期から子ども
たちの新しい学校生活が始ま
ります（２～５ページ参照）。
私も視察し、廊下と教室に仕
切りのない開放的な学習環境
や、多様な交流ができるオー
プンスペースなど、これまで
にない学校の造りに、子ども
たちがクラスや学年の枠を超
えて学び、成長する姿が目に
浮かびました。
また、学びの場であるだけ
でなく、災害時の防災拠点と
しての役割に加え、コミュニ
ティルーム等を設け、地域の
交流・活動拠点としての機能
も兼ね備えています。学校と
地域をつなぐ場として、「地

域とともにある学校」という
設計段階からの理念が形に
なっていると実感しました。
学校名や校歌には、児童や教
員、地域の皆様をはじめ、公
募を通じて寄せられた多くの
方の想いが込められています。
このように、新たな取り組
みと想いが詰まった新校舎で
すが、統合前の高陵小学校と
中宮北小学校で使用されてい
た校歌パネルや卒業制作を展
示するなど、両校の歴史と伝
統を大切に受け継いでいます。
この新しい学び舎が、子ど
もたちの成長と学びを支え、
地域とのつながりを育む場と
して、多くの方に親しまれ、
愛されることを願っています。

新校舎で子どもの未来を育む

　
住
宅
宿
泊
事
業
（
民
泊
）
に
係
る
諸

問
題
の
発
生
防
止
と
同
事
業
の
適
正
な

運
営
確
保
を
目
的
に
、
営
業
規
制
お
よ

び
事
業
者
が
講
ず
べ
き
措
置
を
定
め
る

条
例
骨
子
。
意
見
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
専
用
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
案
の
設
置
場

所
に
あ
る
意
見
回
収
箱
へ
。
郵
送
（
〒

573
―
１
１
９
７
禁
野
本
町
２
―
13
―
13

保
健
衛
生
課
）・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

（
必
要
事
項
を
明
記
）
可
。
▼
実
施
期

間
　
８
月
６
日
㈭
～
26
日
㈬
。
▼
案
設

置
場
所
　
市
保
健
所
（
禁
野
本
町
２
）

２
階
保
健
衛
生
課
、
市
役
所
本
館
・
別

館
受
付
、
各
支
所
、
各
生
涯
学
習
市
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
。

　
Ф
保
健
衛
生
課
☎
８
０
７
・
７
６
２

４
、
Ю

８
４
５
・
０
６
８
５
、
Э

hoeisei@
city.hirakata.osaka.jp

市
政
に
あ
な
た
の
ご
意
見
を

（
仮
称
）市
住
宅
宿
泊
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
に
関
す
る
条
例（
骨
子
）

　
生
涯
学
習
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に

関
す
る
こ
と
な
ど
を
調
査
・
審
議
し
ま

す
。
▼
対
象
な
ど
　
国
、
地
方
公
共
団

体
の
議
員
、
一
般
職
の
公
務
員
、
市
の

他
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
で
な
い
市
内

在
住
・
在
職
・
在
学
の
20
歳
以
上
で
、

生
涯
学
習
活
動
や
自
治
会
な
ど
に
お
い

て
、
地
域
活
動
歴
が
あ
る
人
を
２
人
。

任
期
は
委
嘱
日
か
ら
２
年
間
。
審
議
会

は
原
則
平
日
に
年
１
回
程
度
開
催
で
、

報
酬
は
日
額
９
５
０
０
円
。
▼
申
込
　

８
月
３
日
～
21
日
に
市
役
所
別
館
３
階

の
文
化
生
涯
学
習
課
な
ど
に
あ
る
申
込

書
（
募
集
要
項
と
と
も
に
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
取
り
出
し
可
）
と
「
生
涯
学

習
を
推
進
す
る
た
め
に
、
私
が
必
要
だ

と
考
え
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
小

論
文
（
８
０
０
字
程
度
）
を
同
課
へ
。

郵
送
（
〒
573
―
８
６
６
６
市
文
化
生
涯

学
習
課
）・
メ
ー
ル
可
。
８
月
21
日
午

後
５
時
必
着
。
詳
細
は
募
集
要
項
参

照
。
９
月
中
旬
に
面
接
を
予
定
。

　
Ф
文
化
生
涯
学
習
課
☎
８
４
１
・
１

４
０
９
、
Ю
８
４
１
・
１
２
７
８
、
Э

bunshin@
city.hirakata.osaka.

jp

市
民
委
員
募
集

生
涯
学
習
推
進
審
議
会

　
令
和
８
年
６
月
定
例
月
議
会
は
６
月

26
日
に
終
了
し
ま
し
た
（
６
月
12
日
の

審
議
結
果
は
７
月
号
に
掲
載
）。
19
日

の
本
会
議
で
は
、
公
平
委
員
会
委
員
に

道
越
清
樹
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
26
日
に

は
「
全
て
の
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
包
括

的
な
支
援
と
法
的
枠
組
み
の
整
備
を
求

め
る
意
見
書
」
な
ど
４
件
の
意
見
書
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
人
事
案
件
で
は
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
玉

泉
（
通
称
・
滝
口
）
広
子
氏
を
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
が
あ
っ
た
ほ
か
、
人
権

擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
森

澤
可
幸
氏
が
適
任
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
農
業
委
員
会
委
員
に
14
人
を
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
が
あ
り
ま
し
た
（
関

連
43
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
※
会
議
情
報
な
ど
は
、

市
議
会
公
式
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
（
下
記
コ
ー
ド
）

で
随
時
発
信
中
。

　
Ф
議
会
局
議
事
広
報
課
☎
８
４
１
・

１
５
２
８
、
Ю
８
４
１
・
０
２
４
０

意
見
書
、
人
事
案
件
な
ど
可
決

６月
定例月
議会
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